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義務教育課 研究員 相 馬 和 実

要 旨

本研究は，「植物の生活と種類」の学習を通して，科学的な思考力や表現力を育てるため，目

的意識をもった観察，実験の工夫について検証したものである。問題解決的な学習を取り入れた

学習過程の工夫や一枚ポートフォリオを活用した観察，実験レポートの工夫，身近なシダ植物と

コケ植物を教材化した結果，生徒は目的意識をもった観察，実験を行うことができ，科学的な思

考力や表現力を育てることに有効であった。
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Ⅰ 主題設定の理由

平成20年１月に示された「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善

について（答申）」の理科の改善の基本方針では，「科学的な思考力・表現力の育成を図る観点から、学年

や発達の段階、指導内容に応じて、例えば、観察・実験の結果を整理し考察する学習活動、科学的な概念を

使用して考えたり説明したりする学習活動、探究的な学習活動を充実する方向で改善する」と述べられてい

る。原籍校の生徒も，観察，実験の結果を基に考察し，結論を導き出すことを苦手としているため，自分で

考え，それを書くという力の育成が課題である。そこで，本研究では，問題解決的な学習を展開する中で，

目的意識をもった観察，実験ができるように一枚ポートフォリオを活用し，科学的な思考力や表現力を育て

ることを目指すこととした。

文部科学省が行った「平成15年度小・中学校教育課程実施状況調査」の中学校（理科）では，中学校１学

年の「植物の生活と種類」の学習において，通過率が設定通過率を下回った問題の割合が過半数を占めた。

原籍校の生徒も，生物的領域が他の領域に比べると苦手な傾向がみられる。平成20年の学習指導要領の改訂

では第２分野の目標に，探究する活動を通して，多様性や規則性を発見することが述べられており，「種子

植物の仲間」と「種子をつくらない植物の仲間」の両方を学習することでより理解が深まると考える。しか

し，「種子をつくらない植物の仲間」は，平成10年の学習指導要領の改訂で高等学校に移行されたため，現

在中学校での教材化が十分とは言えない。そこで，本研究では，再び中学校に付加された「種子をつくらな

い植物の仲間」を研究内容として進めることとした。

Ⅱ 研究目標

「植物の生活と種類」の学習において，学習過程及び観察，実験レポートの工夫並びに身近な教材を用い

ることにより，目的意識をもった観察，実験を行うことができ，科学的な思考力や表現力を育てることに有

効であることを実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究仮説

「植物の生活と種類」の学習において，問題解決的な学習を取り入れた学習過程の工夫や一枚ポートフォ

リオを活用した観察，実験レポートの工夫，身近なシダ植物とコケ植物を教材として用いて学習を展開する

ことにより，目的意識をもった観察，実験を行うことができ，科学的な思考力や表現力が育つであろう。



Ⅳ 研究の実際とその考察

１ 研究における基本的な考え方

(1) 問題解決的な学習を取り入れた学習過程の工夫について

本研究では，探究的な学習活動を問題解決的な

学習ととらえ，種子植物の学習で身に付けた基礎

的・基本的な知識や技能を，種子をつくらない植

物の学習に用いて授業を展開することとした。問

題解決的な学習の段階を，「問題の設定」「予想

の設定」「問題の検証」「結果の考察」「結論の

導出」の五つの段階とした。それぞれの段階で育

てたい科学的な思考力や表現力を，表１のように

設定した。特に，「結果の考察」の段階では，予

想と観察，実験の結果を振り返った１回目の考察

と，意見交流後の２回目の考察を行う場面を設け

ることとした。意見交流を行い，様々な考えや表現方法に触れることで，自分の考えを振り返って修正，

補強することができるため，科学的な思考力や表現力が養われると考えた。

(2) 一枚ポートフォリオを活用した観察，実験レポートの工夫について

一枚ポートフォリオについて，堀哲夫は，「つ

ねに学習前と後が確認できるので，学習目標を意

識化し，見通しを持って学習を進めることができ

る。また，自分の予想，考え，履歴などをふり返

り，知識や考えを深めることができる」と述べて

いる（堀哲夫，2006）。本研究では，観察，実験

レポートを兼ねた一枚ポートフォリオを活用する

ことで，目的意識をもった観察，実験を目指すこ

ととした。さらに，一枚ポートフォリオの中にル

ーブリック（生徒の学習到達状況を評価するため

の判断基準表）を取り入れた自己評価表を設ける

ことで，生徒に学習の見通しや目標をもたせるこ

とができると考えた。また，一枚ポートフォリオ

の記述内容を分析することで，科学的な思考力や

表現力の変容が分かると考え，その変容を見るポイントを表２のように設定した。

(3) 身近なシダ植物とコケ植物の教材化について

目的意識をもった観察，実験を行わせるためには，扱う教材が生徒の身近にあるもの，結果が分かりや

すく容易に扱えるものでなければならないと考えた。そこで，１学期に「植物の生活と種類」の学習を扱

う場合を考え，青森市内で５月～７月にかけて胞子が採取でき，維管束の有無や葉緑体がはっきり観察で

きるシダ植物とコケ植物の教材化について検討した。

２ 研究内容

(1) 一枚ポートフォリオについて

本研究で活用する一枚ポートフォリオは，Ａ３版用紙を三つ折りにして両面印刷で使用した（図１）。

一枚ポートフォリオの内側は，１回目の考察と２回目の考察を上下に配置し，比較しやすいようにした。

また，シダ植物に関する学習の問題設定から考察までの流れとコケ植物の流れも上下に配置することで，

学習を振り返りながら自分の考えを整理しやすいようにした。

一枚ポートフォリオの外側は，学習前と学習後の問題を同じにして表紙に配置し，その間に学習による

変容の自己評価の欄を設けた。また，学習のスタートの下に学習のゴールを配置し，その間に問題意識の

振り返りの欄を設けた。ルーブリックを用いた自己評価は，４（…することができた。）から１（…する

ことができなかった。）の４段階で行った。学習の実現状況の変化をとらえやすくするために，単元の中

で同じ評価項目を複数回評価できるようにし，５回の検証授業の自己評価記入欄が横に並ぶようにした。

表１ 育てたい科学的な思考力や表現力

表２ 変容を見るポイント

段 階 育てたい科学的な思考力 育てたい表現力

問題の設定 ・問題を見付ける力 ・問題を書く力

予想の設定
・観察，実験の予想を立 ・観察，実験の予想を
てる力 書く力

問題の検証
・観察，実験の計画を立 ・観察，実験の計画を
てる力 書く力

結果の考察 ・分析し解釈する力 ・考察を書く力

結論の導出
・共通点と相違点を見付 ・結論を書く力
ける力

段 階 一枚ポートフォ 変容を見るポイント
リオの欄

問題の設定 問題設定
・既習事項を基に学習問題を設
定しているか

予想の設定 予想
・既習事項を基に予想を設定し
ているか

問題の検証 観察，実験計画
・観察，実験の手順と使用する
器具が記述されているか

１回目の考察
・自分の考えが記述されている
か

結果の考察

２回目の考察 ・観点の変化と内容の深化が記
述されているか

結論の導出 学習のゴール
・既習事項を基に共通点と相違
点が記述されているか



(2) 身近なシダ植物とコケ植物の教材化について

現行の学習指導要領以前の各教科書で扱われていたシダ

植物は，イヌワラビ，ゼンマイ，スギナ，ノキシノブ，コ

ケ植物は，ゼニゴケ，スギゴケなどであるが，生徒の身近

にあるとは限らず，観察，実験の結果がはっきりしないも

のもある。そこで，青森市内で入手でき，結果が分かりや

すく生徒が容易に扱えるシダ植物とコケ植物を検討した。

ア シダ植物の教材化について

青森市内で５月～７月にかけて胞子が採取できるシダ

植物を調査した（図２）。その結果，胞子の観察に関しては，胞子の形成時期が早く，長い間胞子が採

観察，実験① 自分たちで考えた学習問題や観 ◆観察，実験計画 観察，実験の手順や使用 ◆１回目の考察 分かったことや考えたこと
表から 察，実験方法でシダ植物を調べ， 種子植物と比較 する器具を書きましょう。 を,予想と結果を振り返って書きましょう。

して共通点と相違点を見付けよう。 ・自分の考え

◆問題設定 どんなことを調べますか。

・話合い後の最終的な自分の考え

◆予想 どのような結果になると思いますか。理 ◆２回目の考察 他の人の考えを聞いて，１
由も書きましょう。 回目の考察を見直しましょう。

◆結果 観察，実験の結果を，図などを使っ
【予想】 て分かりやすく書きましょう。

【予想した理由】

観察，実験② 自分たちで考えた学習問題や観 ◆観察，実験計画 観察，実験の手順や使用 ◆１回目の考察 分かったことや考えたこと
察，実験方法でコケ植物を調べ， 種子植物と比較 する器具を書きましょう。 を,予想と結果を振り返って書きましょう。
して共通点と相違点を見付けよう。 ・自分の考え

◆問題設定 どんなことを調べますか。

・話合い後の最終的な自分の考え

◆予想 どのような結果になると思いますか。理 ◆２回目の考察 他の人の考えを聞いて，１
由も書きましょう。 回目の考察を見直しましょう。

◆結果 観察，実験の結果を，図などを使っ
【予想】 て分かりやすく書きましょう。

表へ

【予想した理由】

振り返ってみよう 学習のスタート

植物の仲間 シダ植物とコケ植物を観察して，調 裏へ

べてみたいこと，気付いたこと，不思
１年 組 番 議に思ったことなどを書きましょう。
氏名

学習のゴールから，学習のス
【学習前】 タートを振り返り，思ったこと

〈問題〉種子をつくらない植物について，知っ や考えたことなど詳しく書きま
ていることを書きましょう。 しょう。

学習前の問題と学習後の問題にあ
なたが書いた結果を比べてみて思っ
たこと，考えたことなど詳しく書き 学習のゴール
ましょう。 学習を振り返って，種子植物と種子

をつくらない植物について，共通点と 裏から

相違点を書きましょう。

【学習後】
〈問題〉種子をつくらない植物について，知っ

ていることを書きましょう。

図１ 観察，実験レポートを兼ねた一枚ポートフォリオ（上段が内側，下段が外側）

図２ 青森市内で５月～７月にかけて
胞子が採取できるシダ植物



取できるホウライシダ（園

芸店で観葉植物のアジアン

タムとして販売しているも

のを用いた。），住宅地に

も見られたイヌワラビ，浅

虫温泉森林公園や月見野森

林公園，野木和公園の３箇

所で多く見られたミゾシダ

が適していることが分かっ

た（図３～８）。特に，ミ

ゾシダは包膜がないため，

胞子のう群を観察させやす

かった。すべてのシダ植物

で，双眼実体顕微鏡を用い

ると，胞子が飛び出す様子

が観察でき，顕微鏡を用い

ると，飛び出した胞子の大

きさが実感できる。

体のつくりに関しては，

維管束の染色が早く，地下

茎の表皮が比較的やわらか

くて，切片をつくりやすい

コウヤワラビが適している

ことが分かった（図９～11）。コウヤワラビは，地

表近くに横走型の地下茎をはわせているため採取し

やすく，双眼実体顕微鏡を用いると，生徒のつくっ

た切片でも十分維管束が観察できた。また，ホウラ

イシダのように表皮がかたいものは若い葉柄の切片

であれば，維管束が観察できる（図12）。ミゾシダ

も横走型の地下茎をもち，維管束がよく染色される（図13，14）。

光合成に関しては，葉が比較的薄く，若い葉を用いると顕微鏡で葉緑体が観察できるホウライシダが

適していることが分かった（図15）。

イ コケ植物の教材化について

同様にコケ植物を調査した（図16）。その結果，

胞子の観察に関しては，胞子のうが比較的大きいウ

マスギゴケ，コスギゴケ，ヒロクチゴケ，ケヘチマ

ゴケ，タチゴケが適していることが分かった（図17

～21）。検証授業では，ウマスギゴケを用いた。コ

スギゴケやタチゴケは，越

冬した胞子のうから胞子を

取り出し，観察することが

できる。しかし，ウマスギ

ゴケやコスギゴケ，タチゴ

ケは，胞子のうの上部にあ

るふたが取れていると胞子

が飛散してしまっているた

め，観察，実験では，ふた

が付いているものを用いる

必要がある（図22）。

図16 青森市内で５月～７月にかけて
胞子が採取できるコケ植物

図15 ホウライシダの葉緑体<400倍>
(左が染色前，右が染色後)

図３ ホウライシダ

図11 コウヤワラビ<20倍>

図６ イヌワラビ

図４ ホウライシダ

図７ ミゾシダ

図５ イヌワラビ

図８ ミゾシダ

図９ コウヤワラビ 図10 コウヤワラビ

図13 ミゾシダ図12 ホウライシダ<20倍> 図14 ミゾシダ<20倍>

図18 コスギゴケ図17 ウマスギゴケ

図22 コスギゴケの胞子のう図20 ケヘチマゴケ

図19 ヒロクチゴケ

図21 タチゴケ



体のつくりに関しては，表皮がやわらかく薄い

切片がつくりやすいジャゴケが適していることが

分かった。ジャゴケは，葉状体の断面を観察する

と維管束がないことが確認できる（図23）。葉状

体のコケ植物を用いると，葉，茎，根の区別がな

く維管束がないこと，仮根が水をほとんど吸収し

ないことの２点から，体の表面全体で水を吸収し

ていることを導き出しやすい。

光合成に関しては，葉のような部分が単細胞層

であるため，葉緑体が観察しやすいタチゴケが適

していることが分かった（図24）。

(3) 検証授業ついて

表３のように検証計画を立て，原籍校である青森市立沖館中学校の１学年３クラス（91名）を対象に，

平成21年７月６日～17日にかけて検証授業を行った。主な検証方法は，毎時間使用する一枚ポートフォリ

オの記述内容の分析と，事前，事後の意識調査とした。検証計画は，班内での話合いや，考える時間を充

分確保するために，シダ植物の学習，コケ植物の学習をそれぞれ連続で２時間扱いとした。それぞれの１

時間目は「問題の設定」，「仮説の設定」，「問題の検証」の段階，２時間目は「結果の考察」，「結論

の導出」の段階とした。

３ 生徒の変容及び考察

(1) 「問題の設定」の段階について

検証計画１時間目のシダ植物とコケ植物の観察を受け，２時間目ではシダ植物，４時間目ではコケ植物

の学習問題を設定させた。既習事項を基に学習問題を設定した生徒は，シダ植物の学習よりコケ植物の学

習で増えた（図25）。生徒Ａは，シダ植物の学習では葉緑体を調べる学習問題を設定したが，コケ植物の

学習ではさらに光合成について確かめる学習問題も挙げていた（図26）。シダ植物の学習よりコケ植物の

学習の方が，より既習事項を意識して学習問題が設定されていることから，問題を見付ける力や書く力が

育っていると考える。既習事項を基にした問題設定は，具体的な観察，実験計画を立てることにつながる

ため，科学的な思考力や表現力の向上に有効であると考える。

図26 生徒Ａの学習問題の変容（左がシダ植物，右がコケ植物）

表３ 検証計画

時 学習目標 主な学習活動

１ シダ植物とコケ植物の ・一枚ポートフォリオに学習前の問題を書く。
観察を行い，既習事項を ・シダ植物とコケ植物を観察し，調べてみたいこと，気が付いたこと等を書く。
基に問題を発見する。

２ シダ植物の観察を行い ・前時の観察結果や，種子植物についての既習事項を基に，シダ植物について学習問題を設定する。
体のつくりや殖え方につ ・シダ植物の体のつくりや殖え方について，既習事項を基に予想を立てる。
いて特徴を見いだす。 ・既習事項を基に個人で観察，実験の計画を立て，その後班で検討する。

種子植物とシダ植物と ・観察，実験を実行し，結果を記録する。
の共通点と相違点を理解

３ する。 ・シダ植物の予想と観察，実験の結果を振り返り記入した１回目の考察を班内で交流し，班の考察
を発表する。

・様々な意見を参考に２回目の考察を記入し，シダ植物の特徴をまとめる。
・今までの学習を振り返り，種子植物とシダ植物の共通点と相違点をまとめる。

４ コケ植物の観察を行い ・１時間目の観察結果や，種子植物についての既習事項を基に，コケ植物について学習問題を設定
体のつくりや殖え方につ する。
いて特徴を見いだす。 ・コケ植物の体のつくりや殖え方について，既習事項を基に予想を立てる。

種子植物とコケ植物と ・既習事項を基に個人で観察，実験の計画を立て，その後班で検討する。
の共通点と相違点を理解 ・観察，実験を実行し，結果を記録する。
する。

５ ・コケ植物の予想と観察，実験の結果を振り返り記入した１回目の考察を班内で交流し，班の考察
を発表する。

・様々な意見を参考に２回目の考察を記入し，コケ植物の特徴をまとめる。
・今までの学習を振り返り，種子植物とコケ植物の共通点と相違点をまとめる。
・問題意識の振り返りや学習による変容の自己評価を記入し，学習前後の変容を自覚する。

図24 タチゴケの葉緑体<400倍>(左が染色前，右が染色後)

図23 ジャゴケ(右が葉状体断面<40倍>)

図25 既習事項を基にした問題設定の比較
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(2) 「仮説の設定」の段階について

根拠となる既習事項を基に予想した理由を記述した生徒は，シダ植物の学習よりコケ植物の学習で増え

た（図27）。生徒Ｂは，シダ植物の学習では予想した理由に「見えたから」と根拠のない理由を書いてい

たが，コケ植物の学習では光合成の既習事項を基に根拠をもって書いており，予想を立てる力や書く力が

育っていると考える（図28）。既習事項を基にした予想は，根拠をもって説明することができるため，科

学的な思考力や表現力の向上に有効であると考える。

(3) 「問題の検証」の段階について

シダ植物の学習よりコケ植物の学習の方が，観察，実験の手順や使用する器具を記述する生徒が増えた

（図29，30）。生徒Ｃは，シダ植物の学習では使用する器具しか記述できなかったが，コケ植物の学習で

は観察，実験の手順が記述できたり，使用する器具も具体的になったりして，計画を立てる力や書く力が

育っていると考える（図31）。班内での話合いや，一枚ポートフォリオの学習履歴を確認しながら計画を

立てたことで，具体的な計画を立てることができ，論理的な表現力が向上したと考える。

(4) 「結果の考察」の段階について

１回目の考察は，自分が立てた予想や観察，実験の結果を振り返らせて，考察させた。自分の考えが含

まれている考察は，シダ植物の学習よりコケ植物の学習で多かった（図32）。また，自分の考えが含まれ

ている考察の中で，予想と結果に触れて考察した生徒は，シダ植物の学習よりコケ植物の学習で多かった

（図33）。生徒Ｄは，シダ植物の学習では結果にのみ触れ，自分の考えが含まれていなかったが，コケ植

物の学習では予想と結果に触れることで，自分の考えを述べることができた（図34）。予想を振り返りな

がら観察，実験の結果を検討したり，学習履歴を基に考察したりすることで，自らの考えを表現しやすく

なり，考察にも反映されたと考える。

２回目の考察では，様々な考えや表

現方法に触れた後，１回目の考察を振

り返らせて記入させた。ほとんどの生

徒に内容の変化が見られたため，観点

の変化と内容の深化（深化は１回目の

考察と同じ観点について２回目の考察

に書かれている場合のみ）について分

析した。１回目の考察より観点が増えた生徒は，シダ植物の学習で78％，コケ植物の学習で70％，内容の

深化が見られた生徒は，シダ植物の学習で80％，コケ植物の学習で83％であった。生徒Ｅは，１回目の考

察では，体のつくりに関する観点のみであったが，２回目の考察では胞子に関することなどの観点が増え

た。また，１回目の考察では，コケ植物が体の表面全体で水分を吸収していることを導き出し，２回目の

考察では，さらに維管束がないことを生活場所と関連させた記述もあり，内容が深化した（図35）。様々

な考えに触れる機会を増やし，再び自分の考えを見直すことで考察が深化したと考える。

以上のことから，分析し解釈する力，考察を書く力が育ち，科学的な思考力や表現力が向上したと考え

る。

図28 生徒Ｂの予想の変容（左がシダ植物，右がコケ植物）

図33 自分の考えが記入された考察の比較

図31 生徒Ｃの観察，実験の計画の変容(左がシダ植物,右がコケ植物)

図35 生徒Ｅの考察の変容（左が１回目の考察，右が２回目の考察）

図27 既習事項を基にした予想の比較

図29 観察，実験の計画(手順)の比較

図32 １回目の考察の比較 図34 生徒Ｄの１回目の考察の変容（左がシダ植物，右がコケ植物）

図30 観察，実験の計画(器具)の比較
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(5) 「結論の導出」の段階について

種子植物と種子をつくらない植物の共通点と相違点を比較す

ることで，植物の多様性や規則性を発見させ，一般化させた。

学習のゴールの記入欄には，ほとんどの生徒が種子植物と種子

をつくらない植物の共通点と相違点を述べることができ，植物

の多様性や規則性に気付くことができた（図36）。自分の班で

行った観察，実験以外のシダ植物とコケ植物の特徴を挙げた生

徒も多かったことから，意見交流を行うことで自分の考えを補

いながら結論を書くことができたと考える。以上のことから，

共通点と相違点を見付ける力，結論を書く力が育ち，科学的な

思考力や表現力が向上したと考える。

(6) ルーブリックを活用した自己評価

自己評価は授業の終わりに毎時間行い，シダ植物の学習とコケ植物の学習の平均

値を求めた（図37）。ｔ検定で処理したところ，１％水準で有意差が認められた。

授業の始めに，ルーブリックを取り入れた自己評価表を確認し，学習の目標をもた

せることで目的意識をもった観察，実験が可能になり，意欲的に授業に参加するこ

とができたため，自己評価の平均が高くなったと考える。

(7) 問題意識の振り返りと学習による変容の自己評価

問題意識の振り返りでは，分からないことが分かったと成長

を感じている生徒の割合，学習による変容の自己評価では，学

習して考えが変わったと自覚している生徒の割合を調べた（図

38，40）。一枚ポートフォリオの活用を通して，多くの生徒が

自分の思考を客観的に把握し変容を自覚できた（図39，41）。

このことは，自分の次の学習に生かすことにつながるため，そ

の後の目的意識をもった観察，実験を可能にし，科学的な思考

力や表現力の向上にも影響してくるものと考える。

(8) 身近なシダ植物とコケ植物の教材化について

検証授業に用いたシダ植物とコケ植物は，青森市内で５月～７月にかけて

胞子が採取でき，維管束の有無や葉緑体が観察しやすい教材であった。生徒

にとって身近にあり，結果が分かりやすく扱いやすいものであったため，意

欲的に観察，実験に取り組ませることができた（図42）。今回用いたシダ植

物とコケ植物は，生徒に目的意識をもたせることに有効であったと考える。

４ 事前調査と事後調査の調査結果から

それぞれの設問に対して，「そう思う」を４，「どちらかと

いえばそう思う」を３，「どちらかといえばそう思わない」を

２，「そう思わない」を１として平均値を求めた（図43）。ｔ

検定で処理したところ，すべての設問において１％水準で有意

差が認められ，学習の効果があったと考える。特徴の分かりや

すいシダ植物とコケ植物を用い，種子植物の学習を基に問題解

決的な学習を展開したことや，常に学習履歴を振り返ることが

できる一枚ポートフォリオを活用し，予想と結果を振り返らせ

て自分の考えをまとめさせたり，他の人の意見を参考に自分の

考えを見直させたりしたことは，科学的な思考力や表現力を育

てることに効果的であったと考える。

Ⅴ 研究のまとめ

検証授業によって明らかになったことは次の通りである。

・既習事項を活用した問題解決的な学習を展開することにより，目的意識をもった観察，実験を行わせる

図41 生徒Ｈの学習による
変容の自己評価

図36 生徒Ｆの学習のゴール

(左がシダ植物,右がコケ植物)

図38 問題意識の
振り返り

図40 学習による変容
の自己評価

図43 事前調査，事後調査の結果の比較

図39 生徒Ｇの問題
意識の振り返り

図37 自己評価の数値
の平均の比較

図42 生徒Ｉの問題意識
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ことができた。また，話合い活動を取り入れ，考察を２回行うことで，より論理的に自分の考えを表現

する傾向が見られ，科学的な思考力や表現力の向上につながった。

・観察，実験レポートを兼ねた一枚ポートフォリオを活用したことで，生徒は学習履歴を振り返り，考え

を深めていくことができたため，科学的な思考力や表現力の向上が見られた。また，一枚ポートフォリ

オの中にルーブリックを取り入れた自己評価表を設けたことで，生徒に学習の見通しや目標をもたせる

ことができ，観察，実験に目的意識をもたせることができた。

・生徒の身近にあり，扱いも容易で，結果が分かりやすいシダ植物とコケ植物を教材として利用したこと

で，意欲的に観察，実験に取り組ませることができ，目的意識を持続させることができた。

以上のように，既習事項を活用した問題解決的な学習と，観察，実験レポートを兼ねた一枚ポートフォリ

オの活用や身近なシダ植物とコケ植物の教材化は，目的意識をもった観察，実験につながり，科学的な思考

力や表現力の向上に有効であることが明らかになった。

Ⅵ 本研究における課題

研究仮説の中で三つの手だてを設定し，それらを検証授業で実施した。その実践において，幾つかの課題

も認められた。

「問題解決的な学習を取り入れた学習過程の工夫」では，既習事項を用いて「問題の設定」，「予想の設

定」，「問題の検証」を行ったが，単元の初めや領域が異なると，既習事項を用いることができない場合も

ある。その場合は，「問題の設定」の段階で，生徒全員に問題意識をもたせるための観察，実験を行わせる

などの工夫が必要である。

「一枚ポートフォリオを活用した観察，実験レポートの工夫」では，一枚ポートフォリオを用いた学習が

初めてであったため，記入に大変時間がかかった。継続的に活用することで，科学的な思考力や表現力の向

上につながり，スムーズに記入できると思われるため，単元ごとの一枚ポートフォリオの開発が今後の課題

である。また，生徒の実態に応じて様々な様式を開発する必要がある。

「身近なシダ植物とコケ植物の教材化」では，青森市内で１学期に胞子が採取できるシダ植物とコケ植物

を中心に教材化を行ったが，今後は２学期に胞子が採取できるシダ植物とコケ植物の教材化が課題である。

＜引用文献＞

中央教育審議会 2008 『幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善

について（答申）』，p.88

堀哲夫 2006 『一枚ポートフォリオ評価 中学校編』，p.９，日本標準

＜参考文献＞

池畑怜伸 2006 『写真でわかるシダ図鑑』 トンボ出版

井上浩 1986 『フィールド図鑑 コケ』 東海大学出版会

中村俊彦・古木達郎・原田浩 2003 『野外観察ハンドブック 校庭のコケ』 全国農村教育協会

堀哲夫 2003 『学びの意味を育てる理科の教育評価』 東洋館出版社

堀哲夫 2004 『一枚ポートフォリオ評価 理科』 日本標準

松原静郎 2001 「「観察・実験の技能・表現」の評価」『理科の教育 ８月号』 東洋館出版社

三輪知雄・沼野井春雄 1966 『生物学実験法講座 第４巻』 中山書店

村田威夫・谷城勝弘 2006 『野外観察ハンドブック シダ植物』 全国農村教育協会

文部科学省 2008 『中学校学習指導要領（平成20年３月告示）』

山極隆 1987 『創意ある中学校理科教育の理論と展開』 東洋館出版社

渡邊守 1997 「Ⅲ 実験・観察を通して科学的表現力を伸ばすための工夫をすること」『理科カリキュ

ラムの改善に関する研究（平成９年12月）』 国立教育研究所・科学教育研究センター

＜参考ＵＲＬ＞

国立教育政策研究所 2005 「授業及び評価に関する開発的研究の評価－研究協力校教員への質問紙調査

を通して－」

http://www.nier.go.jp/shochu/seika/ev17/index.html(2009.11.11)


